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はじめに：高知工科大学とブルーバード計画

高知工科大学は平成九年に県のハイテク産業育
成の基盤整備の期待を担って創設された。設立母
体は高知県、運営は独立の法人がおこなう第三
セクター方式で、末松安晴学長（前東工大学長）、
橋本大二郎理事長（高知県知事）を核にした陣
容で現在にいたっている。教員数は約１００名、
学生数は全学年の充足する４年後には学部生院
生あわせて総計２０００名ほどの規模となる。
新世代の工科大学をめざし、アメリカの建築賞
にも選定された日本最美を称えるキャンパスや、
最先端ギガビットの電子ネットワークをはじめ、
従来の基準からは破格の施設を擁している。ま
た旧来の枠にとらわれない教育研究をめざして、
教員の過半数を産業界から招聘し、「研究」、「教
育」、「研究成果の社会還元」の３つを均等に重
視する方針を当初より徹底しようとしている。
このような新しい器にふさわしい新しい教育の
試みの一環として、工学基礎教育のための学内
外連携プロジェクトが電子・光システム工学科西
本敏彦教授を主幹とした「ブルーバード計画」と
してはじめられた。計画の骨子のひとつは「連携
教育」で、これは旧一般教養の各部問を横断し、
また旧専門科目と教養科目の相互乗入さらには
学内にとどまらず県内の初中等教育との連携ま

でも視野に入れたものである。そしてもうひと
つの骨子が「教育の電子化」で、これは最新のコ
ンピューターネットワークインフラという新設大
学の利点を教育に活用していこうとするもので
ある。その中心に置かれているのが電子化教育
のプラットフォームとしての「ブルーバードホー
ムページ」の開発と、その元での教材のＷＥＢ
化である。
この計画の背景をなす考え方を述べ、初期段階
ではあるが現状を報告して見たい。

従来型科学教育の制度疲労

戦後長らく続いて現代産業社会の礎となった従
来型科学教育が、まさにその成功のゆえにもは
や有効性を失いつつあることは現今のすべての
論者の一致した見解であろう。戦後の大学教育
でも踏襲された後発産業国家のエリート科学技
術者予備軍としての学生像、すなわち（１）科学
に興味がある（２）数理科学の基礎鍛錬を中等
教育で受けてきた（３）科学の驚異の成果に大
学で初めて直接触れる、といったものはもはや
全く無効な前提である。ディジタルオーディオ・
ヴィデオや携帯電話といったハイテク機器に日常
的に触れている学生、魅惑的な毒ともいうべき



「ＮＩＮＴＥＮＤＯ」の電子虚構世界に育った学
生に、文字と線画だけの埋まった白黒の教科書を
読ませ、時間の停止したような一次元的板書の
授業を追うように仕向けて、それがいささかで
も有効だと期待するのは我々の時代錯誤だろう。
ここで思い返すべきことは、われわれに求めら
れているのが何かの再確認であろう。科学教育の
最大公約数的目標として「科学技術の単なる消
費者を生産者に育てる準備をする」というもの
を想定できるだろう。近代産業革命は「読み書
き」「足し引き」の遍在化を要求し、またそれを
もたらした。おそらく「後産業化社会」では、現
在ではまだごく一部でのみ要求される進んだ思
考様式を大多数の人々の間で共有することが求
められよう。それは他でもなく「定量的分析的思
考」、「数理的解析的思考」、「対照性と対比の審
美眼」といったものであろう。このような移行を
先導すべきの科学教育機関は、科学的思考法に
はじめて本式に触れる若者の鍛練の場でなけれ
ばならず、学生の日常経験と抽象思考を媒介を
教える場、「初めての科学」への知的好奇心を掻
き立てる場でなければならないだろう。

新人類エンジニアのための数理科学教育

話をもっと現実の階層に戻し、これからの大学
の理工学基礎教育の改善点を考えると、それは
抽象的概念からはいる演繹的教育や、問題解法
の技術面に焦点を当てた「型から入る」式の操
作的教育を、だんだんと帰納的教育、自発的発
見援助の教育に変えていくことであろう。具体
的にいくつかあげてみるならば（１）日常経験
から出発して抽象思考の有用性に自ら気づくよ
うにする（２）実験、特に電子化教材を利用した
ヴァーチャル実験によって解析学（微積分）の理
解の必要性が痛感されるようにする（３）科学
者の人間的側面や社会的活動にももっと触れる
（４）ハイテクな手法、おしゃれな素材、科学の
不思議さ神秘さが明示される題材を用いる、等
である。そしておそらくはその後のテクニカル
な技量の習得は、電子教材のそろった「電子教
室・電子図書館」における学習・自習に多くをゆ
だねられるであろう。
ここ１０年以上絶えず聞かされつづけた「教育
改革」が如何ほどに現実化されたかは、制度や
枠組みそして新規な舌をかむ学科名よりも、実
際の授業に用いられている教科書を見るとわか

るものである。「新世代型」理工学教育は少しず
つではあるが着実に浸透していることが見て取
れる。多層的な構成、デザインにまで気を配った
つくりといったこれらの新型教科書（主に米国
産の輸入が多いが）は意識的に「楽しい読み物」
として構成されている。中には実験の映像ヴィデ
オを別途購入できるものまである。「電子化され
た教材」がすぐその延長線上にあることは容易
に理解されよう。これは決して手間とコストを
かけずにできることではないが、「ＮＩＮＴＥＮ
ＤＯ」のソフトウェア一本に投じられる資源を
考えれば、結局は社会全体の理解と支援が間違
えなく得られる費用であろう。

ブルーバードの活動

１．ブルーバード連携教育

高知工科大学では「実際の経験から出発する」
ことの実践の試みとして１－２年次科目と３－
４年次科目の相互乗り入れを試行している。例
えば機械工学が専門の教官による熱力学の授業
の後に抽象概念の多く出てくる電磁気学を教え
るといった試みである。
いわゆる「学力低下」と世に喧伝されるのは、
多くが初中等教育と高等教育間の焦点の不整合
であると考えられる。そこでブルーバード計画
では初中等教育との連携を行っている。

「第一回高知インターネットセミナー」の情景（ブ
ルーバードホームページより）



具体的には高知県内高校からの要請に応じた高
知工科大教官による訪問授業、工科大における
県内中高教員のためのセミナー、研修会の頻繁
な開催などである。当然このような活動には県
教育委員会との連携が不可欠ある。ここでは参
考のために前年度（ 平成１０年）の高校訪問の
テーマをあげておく。
王碩玉助教授（知能機械システム工学科）
＠城北中学：ロボット研究について　
成沢忠教授（電子・光システム工学科）
＠室戸中学：最先端テクノロジーを学ぼう
小林和彦教授（知能機械システム工学科）
＠高知東工高：環境 について　　
村上雅博教授（社会システム工学科）
＠大正中学：自然の見事な仕組を探ろう
門馬義雄教授（物質・環境システム工学科）
＠山田高校：コンピュータで何ができる？
生田享介助手（物質・環境システム工学科）
＠嶺北高校：水生昆虫　　　
細川隆弘教授（物質・環境システム工学科）
＠香長中学：化学―その不思議な世界

ブルーバードホームページから

セミナーでは特に、年一度の「高知インター
ネットセミナー」が２００人を超える高校教員
の参加で盛況を極め、教材の電子化とネットワー
ク化の全県的な交流の場となっている。

ブルーバードホームページから

２．教育電子化とプロジェクト・ホームページ

言うまでもなくインターネット／ホームページ
は新型科学教育の理想的媒体の萌芽形式である。
楽観的な味方をすればこの「多媒体ハイテクノ
ロジー」は機動性、集積性またその超枠組性、双
方向性といった特徴を生かして、遠からず学生
多数を一箇所に集めて板書で教えるという何世
紀も続いた教室風景を変えてしまう可能性を持
つ。ブルーバード計画でも最優先課題としてプ
ロジェクトのホームページを開設し、教官の教
材電子化の活動を支援し先導し、その成果の分
類集積を行っている。そして将来的には初中等
教育機関を含めた地域の教育電子化の先導セン
ターとしての機能を担うべく、現在経験の交換
と蓄積をおこなっている。現在特に重点的に行っ
ている活動をいくつかあげると
（＊）ＷＥＢ教育素材の製作、授業への統合
（＊）学内高度無線ＬＡＮの実験
（＊）英語教育と専門科学技術教育の統合
（＊）コンピューター教育と専門教育の統合
（＊）授業の映像記録の蓄積編集、電子公開
等である。
実際のホームページの製作は学生の中からデザ
イン感覚の優れた者を選んで彼らの協力、補助
のもとに行っている。百聞は一見にしかず、とは
電子教材にこそ当てはまる。ここでは実例のサ
ンプルを掲げておく。



菊地助教授（情報システム工学科）のホームページ
より

古江教授（物質環境システム工学科）のホームページ
より

今後の展望

開学から２年半、プロジェクト発足からも１年
余りを経て、「新型科学技術教育の萌芽」を実践
的に探るこの試みも大枠が見えてきた。そもそ
も新世紀への適合のための教育の改新は大学の
枠を越えた地域社会全体を巻き込んだ過程であ
るだろう。インターネットメディアの生涯学習へ
の親和性を考えてみるとよい。別な具体例とし

て、地域史資料の電子化というものを考えるこ
とができる。これは来世紀早々にも予想される
「電子化図書館」への移行にあたって地域社会を
先導するものとなろう。地域の、あるいは地域を
越えた同じ志の他の試みとの交流を祈願してこ
の稿を終えたい。
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